








2011年 9月から 1年間､ 専修大学長期在外研究員制度により､ ロンドン大学経済政治
学院 (   ) の客員研究員として在外研究を行う機会を得た｡ 幸い､ 同業の夫も同じ期間
にロンドン大学東洋アフリカ研究学院 (    ) の客員研究員として在外研究を行えるこ











1 ) 本稿では､ イングランドを指す｡
( 1 ) 英国の教育制度
英国では､ 5歳から 16歳までの 11年間 (初等教育 6年間､ 中等教育 5年間) が義務教
育とされている｡ 初等中等教育の学校としては､ 大きく､ 地方教育当局2)により設置・維
持される公立学校 (                      ) と､ 公費を受けない私立学校 (    
             ) の 2つに分けられる｡ 小学校 (            ) は､ 1年生と 2年生のイ
ンファント・スクールと 3年生から 6年生までのジュニア・スクールに分かれて設立され
ている場合もあり､ また､ インファント・スクールに就学前の 4歳児をレセプション・ク
ラスとして受け入れていたり3)､ 3歳児の幼稚部 (       ) が併設されている小学校も少
なくない｡ また､ 中学校 (               ) は､ 7年生から 11年生までの 5年間である
が､ 義務教育の終了後は､ 今日では 7割以上の生徒が､ 2年間のシックス・フォーム (  
     ､ 日本の高校に相当) での教育を受けている｡
( 2 ) 学校運営の特徴
英国の公立学校は､ 1980年代以降の教育改革の結果､ 各学校におかれる学校理事会












2 ) イングランドでは､ 地方公共団体における教育部局として 150 の地方教育当局 (     
                    ) が存在する｡ その役割は､ 1996年教育法第 13条において､ ｢地
域における精神的､ 道徳的､ 知的及び身体的発達に貢献するため､ 地域住民のニーズに沿った
効果的な初等教育､ 中等教育及び継続教育を保証する｣ こととされている｡ 自治体国際化協会
『英国の教育』 2002年､ 18頁｡
3 ) 英国で幼児教育施設が充実していなかったことを反映して､ 1990年代末頃までに多くの小
学校で 4歳児を受け入れるようになった｡
4 ) 佐貫浩 『イギリスの教育改革と日本』 高文研､ 2002年､ 81 82頁｡










14歳の生徒を対象とする全国テスト (    ) が実施されているが､ その成績は､ 学校ご
とに公表される｡ さらに､ 1992年教育法で設置された教育基準局 (      ) により､ 4











6 ) 佐貫､ 前掲書､ 140頁｡
7 ) 2010 11年度から 2014 15年度にかけての児童・生徒数の増加率が､ ロンドンを除くイング
ランドでは 4％であるのに対し､ ロンドンは 9 2％に上るという (                      
                                 1477           1､ 最終閲覧日 2014年 2月 9日､以下
同様)｡ その背景としては､ ロンドンにおける移民の増加､ 出生率の予想を超える上昇や子ど
もが生まれてからもロンドンに住み続ける親の増加などが指摘されている (             
                                                        )｡ ロンドンのフリーペー




ン・カウンシルズが 2011年 3月に行った調査によれば､ 2011年から 2015年 3月までの
間にロンドンでは約 6万 5000人分の小学校の定員不足が予測されるということであった｡
この問題に対応するために､ 政府はロンドン区およびシティへ 2011年末に 5億 2800万ポ
ンド､ 2012年 4月にも 3億ポンドの追加資金を学校定員の拡大のために配分した｡ この




しており､ 2011年 9月入学者からは､ ロンドンの全基礎自治体が同一日に一斉に入学許
可の結果を発表するようになった｡ そのために設置された全ロンドン入学許可委員会によ
れば､ 2012年 9月の入学予定者で第 6希望までの小学校に入学を許可されなかった児童


















10) 佐貫､ 前掲書､ 29頁｡
私達が暮らしたのは､ ロンドン北部に位置するバーネット区であった｡ 同区は､ 86 74
平方キロメートルの面積を有し､ 様々な移民のコミュニティを統合して形成された歴史を
持つ｡ 2011年の登録住民数は約 35万 6400人であり､ その民族的内訳は､ 白人 64 1％､
黒人 9 4％､ インド人 7 8％､ パキスタン・バングラディッシュ人 2 1％､ 中国人 2 3％､
他のアジア人 7 9％､ その他 6 3％である11)｡ 同区は､ ｢成功したロンドン郊外｣ として､
2001年からの 10年間で約 3万 300人､ 9 5％の人口増加がみられ､ 今後も 2016年までに
1万 9400人､ 5 5％の増加が予測されている｡ さらに､ 年間出生数もこの 10年間で 28％
上昇しており､ 2011年には約 5300人の新生児が生まれている｡ 年間出生数の上昇率はロ
ンドン全体では 23％､ 全国では 17％であり､ 同区の 28％は非常に高い数値である12)｡
バーネット区には､ 4つの幼稚園 (             ) (2012年の在校生数 495人､ 以下
同様)､ 89の小学校 ( 2万 8552人)､ 22の中学校 (2万 2174人)､ 4つの特別校 (      
      ) (412人) がある13)が､ 上記のような人口と出生数の増加を受けて､ 学校定員の
不足の状態が続いており､ 2009年からの 3年間は毎年 30名分ずつレセプションの定員が
臨時増員された｡ さらに､ 2012 13年度より､ 娘が通っていた小学校のレセプションにお
いて､ 従来の 1学年 3クラス制から 4クラス制への定員増が開始されるなど14)､ 地方自
治体の財源が縮減される中で､ バーネット区では学校教育関係費に高いプライオリティが
つけられていた｡
( 1 ) 小学校編入までの手続


















民税の請求書などによるが､ とりあえず､ 正式な居住証明は後日提出するとして､ 代わり
に手付金の領収書のコピーを添付し､ 申請書類を日本から   で郵送した｡
その後､ バーネット区からは何の連絡もなかったので､ 渡英後の 9月 2日に直接担当部
署を訪ねることにした｡ 担当部署はバーネット区のコミュニティ・カレッジや行政施設な
どが集中するビジネス・パークの一角にあった｡ 建物を入るとレセプションの男性が担当




しかしながら､ 郵送されるはずの通知は 1週間以上待っても自宅に届かず､ 9月 12日､
再び担当部署に電話すると､ 娘は   のオファーが出ているので､ すぐ学校へ行けとい
う｡ そこで､ 学校を訪ねると､ 事務職員がパソコンの画面を確認しながら､ 確かに娘は当
校入学のオファーが出ているが､ そのオファーを保護者が承諾したというチェックがつい
ていない｡ 区の担当者がここにチェックを入れないと学校は入学手続に入れないという｡
そこで､ 再び担当部署に電話をし､ 我々はオファーを受諾するので､ その場でリストに受
諾のチェックを入れてくれるようにと促した｡ これでようやく入学許可が得られたが､ 次
には､ 学校の入学手続が事務職員の多忙を理由になかなか進まず､ ようやく 9月 15日に
   の校長先生への挨拶や事務的な説明､ 学校施設の案内を受け､ 翌 16日から登校でき
ることとなった｡
ちなみに､ 9月初めに郵送されると言われた担当部署からの通知は､ 9月 5日の日付で
   入学のオファーの諾否の返事を 2週間以内に行うようにという内容だったが､ 実際
に我が家に届いたのは 9月 23日だった｡ 通知作成から投函までの区役所内部の問題か､
投函後の郵便事業を担うロイヤルメールの問題かは不明であるが､ 入学までの一連の経験
は英国の ｢お役所仕事｣ のペースを知る貴重な機会であった｡
( 2 ) モスホール・インファント・スクールの特徴





児童は､ 隣接するモスホール・ジュニア・スクール (以下､    とする) に進学する｡
娘が在籍した 2011 12年度までは､    ､    共に各学年 3クラス制であったが､ 既述
の通り､ 2012 13年度より､ レセプションの定員を 30名増員して 4クラス制にし､ 順次
全学年を 4クラス制にしていく計画である｡ 両校にはそれぞれに校長と学校理事会が置か
れており､ 独立して経営されているが､    から   への在校生の継続性や､ 隣接す
る敷地で調理室やプール等の共用施設もあり､ 日本の   に相当する組織が主催する行
事の多くも共同で実施されるなど､ 両校は非常に密接である｡ 両校合わせて､ 貧困家庭児
童が 13％､ 要特別教育児童が 23％､ 英語を母国語としない児童が 50％､ 民族的少数派の
児童が 69％であり､ 児童の流動率は 10％である｡       の学校評価も 2011 12年度
に   は最高位の        ､    も    の評価を受けており､ 2012年 9月のレセ
プション入学の募集では､ 定員 90名に対して､ 292名が   を第 1希望か第 2希望にす
るなど､ 地域の人気校として位置づけられている｡
ロンドン北部は日本人が多く居住していることもあり､    ､    ともに在校生の約















までも ｢強制ではない｣ ことを建前とする費用負担を求められることは多かった｡ また､
各クラスの経費として毎週 0 5ポンドの寄付やプールの維持管理費として年間 30ポンド








があるのは驚きだった｡ また､ 日本の保護者会のような機会はなく､ 先生と保護者との個
別面談が年に 1度あっただけだったが､ 他の保護者とは毎日の送迎で自然に顔なじみになっ
ていった｡
( 3 ) 1年生のカリキュラム
英国の公立小中学校は 3学期制がとられており､ 秋学期が 9 12月､ クリスマス休暇を
経て､ 春学期が 1 3月､ イースター休暇を経て､ 夏学期が 4 7月である｡ しかし､ 日本
と大きく異なるのは､ 各学期の真ん中でハーフタームと呼ばれる 1週間ほどの休暇がある




































































































































































あるテーマについて､ 国語､ 算数､ 理科､ 社会などの様々な科目の学習内容を含みながら
総合的に学習する方法である｡    の 1年生の年間のトピックスの概要は表 1 の通りで




を読んだり､ 海賊の絵を描いたり､ 海賊船を作る工作をしたり､ 海賊に扮した劇団員のパ
フォーマンスを観たりした｡ そして海賊の学習の最後には海賊パーティーが開催された｡
その日は海賊のコスチュームで登校し､ パーティーではゲームをしたりお菓子を食べたり
したそうだ｡ 娘はこの時期､ 全く理解できない英語だけの環境の中で､ 周りの動きに合わ
せて行動するのに必死で､ まだ学習内容を楽しむ余裕はなかったためにとても残念だった
が､ 私自身はこうしたトピック学習に大いに興味を持った｡ ちなみに､ 先生の話を聞くと
きは子供達はカーペットの上に車座になる｡ 机の上で絵を描いたり作業をしたりすること
はあるが､ カーペットの上で行われるアクティビティも多い｡ 先生は子供達に問いかけな









コレート菓子を作ったりした｡ また､ 担任の先生は毎朝ロアルド・ダールの 『チャーリー
とチョコレート工場』 の読み聞かせをしてくれた｡ そして学習の仕上げは､ 6人程度のグ
ループに分かれ､ チョコレートの商品化の企画をし､ 春学期の最終日に自分たちで販売す
るというものだった｡ グループの中でどんなチョコレートにするか､ 材料､ 形からラッピ
ングの方法に至るまでアイデアを出し合い､ それらを１つにまとめ､ 実際に製作する作業
は､ 1年生には少し難しいのでボランティアの父母達がヘルパーとして参加した｡ 販売会
ではグループ毎に店を出し､ 保護者を招いて 1個一律 50ペンスで販売された｡ 販売会の
最後に､ 全てのグループの売上金が集められ､ 先生が ｢皆さんのおかげでこんなに売り上
げがありました｣ とそのお金を子供達に見せると､ 子供達からは大歓声が上がった (その
売上金は学校の収益になる)｡ その後､ 特別に作られた大きなチョコレート・エッグが校長
先生に手渡され､ オークションが始まった｡ その結果､ ビッグ・エッグは娘の同級生の父









した 1950年代の様子を学んだ｡ ジュビリー休暇 (公式行事が行われた 2012年 6月 2日か





れた｡ 娘のクラスは､ ユニオンジャックのマントをつけた担任のソフィと共に登場｡ 国歌
(                           ) のメロディが流れ､ 子供達はソフィに向かっ








の人形 (パペット) 劇である｡ パンチとジュディの他にピエロ・医者・警官・ワニなどが登場
し､ パンチが他者とけんかをするのが定型であり､ プロフェッサーと呼ばれる一人の興行師に





の定番として､ 1950 60年頃まで続いたという｡ その後､ 海岸リゾート地そのものの衰退とと
もに海岸でみられることは少なくなり､ 現在では､ 様々なイベントや学校､ あるいはバースディ・
パーティーなどに呼ばれて上演されている｡                                 
                                       
16) 英国では主要行事の際に､ ガーデンに留まらず､ 歩道や通行止めにした車道にテーブルを
出し､ 近隣住民がストリート・パーティーを開く伝統がある｡ 既に 1919年に､ 第一次世界大
戦の終結を祝うストリート・パーティが開かれ､ その後も 1935年のジョージ 5世の在位 25周
年､ 1937年のジョージ 6世の戴冠式など主要な王室行事の際に大小のストリート・パーティー
が各地で開かれてきた｡ ジュビリー休暇中の最大の企画は 6月 3日､ ロンドン中心部のピカデ
リーで開催された ｢ビッグ・ランチ｣ (500席､ 1時間交代制) で､ チャールズ皇太子夫妻の飛
び入り参加などが報じられた｡                    
                               









( 4 ) 表彰制度と通知表
   では､ 下記のように児童を積極的に褒めるための機会も充実していた｡
① スター・サーティフィケイト
毎週各クラス 2名にスター・サーティフィケイト (              ) が与えられる｡
その理由は､ 水泳を頑張ったとか､ 計算が良くできた､ 絵を上手に描けたなど様々である｡
全員にもれなく  を与えるように配慮されており､ 各児童は１年間に 2～ 3回もらえる｡
  が与えられると週に 1度の全校集会で表彰されるほか､ 毎週発行される学校通信にも
｢今週のスター・チルドレン｣ として名前が掲載される｡ 娘は､ 3月に ｢文字が良く書け




リー・フェイス・サーティフィケイト (                    ) が与えられる｡ 娘
が最初にもらった   は､ 入学直後､ 学習アクティビティに参加したという理由による





訳のために連れてきたのは 2回程度で､ 後は通常の授業の中で､ 教師や友人にフォローさ
れながら同じように過ごした｡ 春学期にはかなり英語にも慣れて来て､ 夏学期を迎えた頃
には積極的にコミュニケーションがとれるようになった｡ 娘のように読み書きの面で特別
な配慮 (           ) を必要とする児童の保護者には､ 子どもの読み書き能力の向上の
ために家庭学習での保護者の関わり方をアドバイスするセッションが週 1回､ 各回 30分
程度で､ 8週間にわたって開催された｡ 参加者はやはり英語を母国語としない保護者が多
かった｡




ある｡ また､ スポーツや音楽､ あるいはチェスなど様々な分野の試合やコンクールに参加
し､ 優秀な成績を収めた場合などには､ 学校へ報告するよう奨励されている｡
④ 1年間の通知表
日本の通知表に当たるようなものは､ 1年の最後に 1回だけ渡される｡ 秋学期と春学期






                                            
③には先生によって現在の学習内容が記入 (シールが貼付) され､ ①､ ②､ ④を自分で
記入するようになっている｡ 娘の秋学期の自己評価票には､ ①には ｢お絵かき｣､ ②には
｢英語を話すこと｣ と書かれており､ 次の春学期の④では､ ｢達成できた｡ 英語の音をノー
トに書けるようになった｣ と記されていた｡
そして夏学期の終わり､ とはいえ最終日ではなく､ その 1週間ほど前に､ 1年間の通知
    
achieve my
表 (                    ) が渡された｡ 通知表は､ タイトル及び顔写真が貼られた
表紙に次いで､ 1頁目に氏名・生年月日などの基本的データと校長先生のコメントが記さ




ついて､ その子供が何ができるか､ 何を達成したかをみる絶対評価であるため､ 先生のコ
メントは褒め言葉に溢れていた｡




気の絵本               の内容を演じた｡ 最後の夏学期には､ ｢   18)と    19)


















｢狂った帽子屋のクリスマスお茶会｣ も上演された｡ 一方､ 夏のフェアには､ 移動遊園地でよ
く見られる野外遊具などが誘致されていた｡
21) 保護者が作った各国の料理が学校に寄付され､ ホールに並べられ､ 参加者は 3 5ポンドの入
場料を払って､ 様々な料理を賞味する｡
22) 17世紀初頭に､ ガイ・フォークスが国会議事堂の爆破を試みたが､ 事前に発覚して捉えら





とに分担があり､ 担当の学年の時には､ 学校から ｢ケーキを焼いてきて下さい｡ できない
人は売り上げに貢献して下さい｣ と依頼される｡ このケーキ販売も学校の財源強化に少な
からず貢献しているという｡
( 6 ) 放課後の過ごし方
授業は午後 3時 15分に終了する｡ 放課後の児童を預かる日本の学童クラブに相当する
ものとしては､ アフター・スクール・クラブが学校のホールを利用して民間の外部団体に
よって運営されていた｡ しかしながら､ 定員が少なく常にウェイティングの状態であると
のことで､ 娘は利用できなかった｡ その他にも放課後の学校施設 (ホール､ 食堂､ 校庭な
ど) を利用して外部団体が運営しているクラブとしては､ ドラマ､ サッカー､ バレエ､ フ
ランス語､ クイズ､ 脳トレなどがあった｡ 授業終了後にそのまま学校で習い事ができ､ 送
迎が不要でお迎えの時間も遅くなるので､ 人気が高い｡ また､ 学校もこれらの団体が支払
う施設利用料が収入になる｡







は､ 子供達が夕食を食べ終わる 6時か 6時半頃に迎えに行くのである｡ 子供達の夕食を準
備するとなると気が張るように感じられるが､ 娘の友人宅の夕食はとても簡素で､ ピザや
パスタ (ソースを絡めただけの簡単なもの)､ 生人参のスティックかプチトマト､ ヨーグ
ルトやアイスなどのデザートなどが定番だった｡ しかし､ 我が家へ来る子供達は､ 英国で
も人気の ｢スシ｣ が食べられると期待する子が多く､ 夕食にスシを出さなくて落胆させて
しまったこともあった｡





ら英国に来て 7年目になる｡ 将来的には祖国へ帰るだろうが､ 子供達の教育のためにしば
らくはロンドンで暮らすとのこと｡ ターリアの母親はインド南部の出身で､ ムスリムの父
とヒンズー教徒の母 (第二夫人) の間に生まれたが､ ロンドンの大学に留学して以来､ 英
国で生活の基盤を築いてきた｡ その夫､ つまりターリアの父親は英国生まれだが､ 父はイ
ンド人､ 母は中国人で､ 当時二人が住んでいた南アフリカ共和国では異民族の結婚が許さ
れていなかったため､ 英国に渡ったという｡ ジェームスの母親は 8歳の時にスペインから
の移民として英国に来た｡ 彼女は 6人兄弟で､ スペインで 6人の子供達を養うのは困難と
判断した父親が英国に職を求め､ その後家族で移住したそうだ｡ その他､ ケイティの母親
はクロアチア､ ミシェルの母親はポーランド､ カミリアの母親はリトアニア､ クリストファー




( 1 ) 中学校編入までの手続
娘の小学校編入に比べて息子の中学校の編入はこちらの期待以上にスムースに進んだ｡
ロンドンでの在外研究経験のある知り合いの教授から､ そのご子息が通った学校として紹
介されたのが､ クライスト・カレッジ・フィンチリー (以下､    とする) であった｡ 8
月末の渡英に先だって､ 春休みに家族で下見を兼ねてロンドンを訪れた際､    の見学
も申し込み､ 当日は副校長先生が対応してくれた｡ 息子の生年月日を確認し､ 私達の渡英
の目的などを尋ねた後､ 学校の特徴の説明や校内を案内してくれた｡ そして別れ際､ 副校
長先生は ｢本当にうちの学校に来たいのか｣ と尋ねたので､ 私達は力を込めて    ！ 
と答えると､ ｢では､ 編入を許可しよう｣ と､ いとも簡単に受入先が決まってしまったの
である｡ 12歳の息子は 9月より 8年生に編入できることになった｡ ちなみに､ その後､
副校長先生は正式に編入を許可するレターを発行し､ 日本の住所宛に送付してくれたが､
レターの日付は私達が見学した 3月 30日であったにも関わらず､ それが私達の手元に届




( 2 ) クライスト・カレッジ・フィンチリーの特徴
   は､ 1857年にフィンチリー・ホール・スクールと称する私立寄宿学校として創設
された歴史を持つ｡ 100年以上にわたってロンドン近郊で最大級の有名な寄宿学校の 1つ
であった｡ その後､ 公立中学校 (コンプリヘンシブ・スクール) に移行し､ 1991年には
校舎も現在の場所へ移転した｡ 現在は義務教育である 7年生から 11年生までの約 750名
の男子生徒と､ 義務教育後の 2年間のシックスフォームの約 200名の男女学生が学んでい
る｡ また､ 1994年に当時の保守党政権が､ 技術､ 外国語､ スポーツ､ 芸術の 4つの分野
についてスペシャリスト・スクール制度を創設し､ その制度を継承した労働党政権が､
2002年 9月より､ 新たな分野として理科､ 工学､ ビジネスと起業､ 数学とコンピュータ
を加えたが､    も数学とコンピュータのスペシャリスト・スクールになっていた｡ ス
ペシャリスト・スクールとはいえ､ 基本的には､ 普通の中学校と大きな違いはなく､ ナショ
ナル・カリキュラムに準拠した教育に加えて､ 専門とする教科の授業時間が週に数時間多
い程度である23)｡ さらに､ 2010年に政権に就いた保守党・自民党連立政権は､ それまで
貧困地区の学校に限られていた公設民営のアカデミーへの移行を全ての公立中学校で可能
としたため､ ロンドンの公立校の大半がアカデミーに移行した｡ アカデミーになると､ 自
治体から独立し､ 学校独自のカリキュラムや人事が可能となる24)｡    も息子が通った
2011 12年度よりアカデミーとなったが､ 息子の編入がバーネット区を通さずに副校長の
判断だけで可能になったのも､ その恩恵であったのではないかと考えられる｡ なお､ 中学
校でも学費は無料であり､ 教科書は貸与､ ノートは支給されたが､ 学校の基金として､ 1
年間で 60ポンドの寄付が求められた｡
   には､ 各学年に 2～3名の日本人がいたが､ 息子の同級生だけでもブルガリア人､





23) 全ての公立中学校は､ ①民間から 5万ポンドの資金調達の目処をつけること､ ②4年間の事
業計画を作成すること､ ③他の学校や地域との連携を視野に入れることを条件として､ スペシャ
リスト・スクールへの応募が可能であり､ 認定されると､ 政府から 10万ポンドの設備費と生
徒 1人あたり年間 123ポンド (1000名を上限) の追加補助が受けられた｡ 自治体国際化協会､
前掲書､ 29 31頁｡
24) 『朝日新聞』 2014年 1月 3日付朝刊｡
( 3 ) 学習内容




7年生から 9年生までのカリキュラムは､ 英語､ 数学､ 科学､ 仏語／独語､ 歴史､ 地理､
体育､ 音楽､ 美術､ シティズンシップ､      2      ､ 宗教教育､    デザイン､ テク
ノロジー (フード・テクノロジーを含む) といった科目から構成された｡ 美術､ 音楽､
   デザイン､ テクノロジー､ 宗教教育､ 体育を除いた残りの科目が理数系科目と人文
社会系科目とに分けられ､ それぞれが到達度に応じたクラス編成になっている｡ 息子は習
熟度別クラスを決めるテストを受けるため､ 始業式前日の 9月 5日の指定された時間に学
校に出向いたが､ 長時間待たされた末に､ ようやく ｢これから英語と数学のテストをする｣
と言われて    (                       ) の教師に案内されて部屋へ行ったもの
の､ その教師は途中でテストを実施するのが面倒になってしまったらしく､ テストは実施











とが多く､ 科学の試験はコンピュータでの受験だった｡ しかし､ 最初の科学の試験では､
コンピューターのバグで息子のアカウントが開かず､ 問題が解けないという災難に見舞わ
れた｡ このような時､ 日本ならば､ プリントした問題用紙に解答させるなどの対応をすべ
                  
    




か難しかったようである｡ 特に､ 英語 (日本で言う国語) の授業では､ 詩の学習などはま
だ良かったが､ 秋学期後半に各教科で総合的にシェイクスピアの学習に取り組むと､ 英語
の時間はシェイクスピアの原文講読になり､ 息子にはお手上げだったため､ 再び特別クラ
スに戻り､ 現代英語による ｢マクベス｣ の講読に振り替えてもらうことになった｡ このター
ムは各教科でシェイクスピア三昧となり､ 例えば､ ドラマの時間には台本なしで ｢ハムレッ











取り組むことが多く､ 歴史では､ ヘンリー 8世や帝国などについて､ 地理では､ 地球温暖
化や移民､ 2011年 7月のロンドン暴動などに取り組んでいた｡ これらの科目には､ リサー
チ・スキルの学習も含まれており､ 宿題は､ 各自が課題についてインターネットなどを使っ
て情報を集め､ パワーポイントでレポートを作り､ 授業で皆の前で報告するという形をと
ることが多かった｡ また､ レポートの返却の際には､ レベル別に詳細に示された評価基準
表がつけられてきた｡ さらに､ 歴史の授業にはエッセイの書き方の学習も含まれていた｡
ヘンリー 8世について学んだ秋学期前半の歴史の試験は､ ｢なぜヘンリー 8世は王として
より強力になったのかを論じなさい｣ という論述形式の問題だった｡ これは､ 事前に問題
    
が公表され､ 生徒は答案の準備をすることが求められている｡ その際､ アセスメント・ヘ
























コメントには ｢(息子は) 優れた演技力がある｡ 彼は想像力と直感力のあるドラマ・クリ








サーになりたい息子､ 反対する父親､ 賛成する叔父という設定の 3人 1組で､ その 3人の
やりとりを演じるものだった｡ 最初の時間はとりあえず演じさせ､ その後､ 宿題で各主張
を裏付けるデータを集めさせる｡ 例えば､ ｢ボクシングは危険だ｣ という父親の主張に関
しては､ 事故の発生率や死亡者数などのデータを集め､ ｢ボクサーは高い賞金が稼げる｣
という息子の主張に関しては､ チャンピオンの賞金額を調べておく｡ さらにその反論のた
めに､ ボクサーの平均年収などのデータを集めるのである｡ そして､ これらのエビデンス










わず､ インゲンやグリンピースも生のままで食べる｡ また､ 食器を洗う際には､ シンクに
栓をして水を溜め､ その中に洗剤を入れて汚れた食器を沈めた後､ 再び食器を取り出して
布巾で拭いて完了する｡ お皿をきれいな水で濯がないということに大いにショックを受け












( 4 ) 表彰・報奨・通知表
中学校にも下記の通り､ 様々な表彰制度があり､ 大変興味深かった｡
① 推賞 (           )・減点 (       )・居残り (       )
教員が生徒の日常的な授業態度に対して与えるのが､ 推賞・減点・居残りという評価で
ある｡ ｢推賞｣ は､ 良い発言をした､ 宿題を頑張った､ 先生の手伝いをした等々でもらえ､




をもらうことになる｡ これらの評価は､ 各自の生徒手帳 (    ) に先生が直接記入する｡
そして､ 学期ごとに各生徒に与えられたこれらの評価の数をクラス単位で集計してクラス
の総得点を出し､ 得点が最も高いクラスが次の学期の最初に表彰される｡ 映画 ｢ハリーポッ








れていた｣ ｢地理のレポートが優秀だった｣ 等の理由で 1年間で 10枚のスターフォームを
もらった｡ しかし､ その発行の基準が曖昧であるのは推賞等の評価と同様である｡ ともあ
れ､ 教科担当の先生よりスターフォームが与えられると､ 学年主任 (              )
の先生に報告され､ 学年主任から保護者宛に直接フォームが郵送される｡ 同時に､ スター
フォームが 1枚発行されるとカレッジポイントが 1点加算される｡ 各生徒が 1年間に獲得
したカレッジポイントは､ 後述する学年末の表彰等の際に考慮される｡
③ 科目賞 (           )
また､ 毎学期､ 各科目で数名が科目賞として表彰される｡ こちらも基準は不明確である
が､ 単に成績上位者という相対評価だけではなく､ 進歩が著しかった者という絶対評価も
含まれているようである｡ 息子は春学期 (1月～3月) に歴史､ 地理､ ドイツ語､  非母国
語) 英語 (   )､ 技術の 5科目でこの賞をもらったが､ 一度に 5科目というのはそれな
りに快挙であったらしい｡
④ アチーブメント＆プログレス表彰式 (                             )
2011 12年度の終了日前日の 7月 19日､ この 1年間で学業やスポーツ､ その他の課外
活動などでめざましい進歩を遂げたり､ 優秀な成績を納めた生徒が表彰される式典があっ




この表彰式には､ 表彰される生徒 1人につき 2名までの保護者も参加することが許され､
イスが並べられた講堂では前方に表彰される生徒が並び､ 後方に保護者が座った｡ 表彰式
では､ 数名ごとに名前が呼ばれ､ 壇上に上がって１人ずつ来賓の方から (なぜか校長先生
からではない) 表彰状をいただく｡ その後､ 来賓と校長先生のお話があり､ １時間ほどで
式は終了した｡ この表彰式には､ 表彰される生徒とその保護者と僅かな教職員のみが出席














曖昧であり､ 選出の方法は不透明である｡ 誰もが納得する生徒はともかく､ ボーダーライ
ン付近の生徒になると､ ｢なぜアイツが選ばれてオレが選ばれないんだ｣ という不満も当
然出て来るが､ 先生方はそのような不満は完全に無視している｡ さらに､ 当日はバスに乗
り込む際､ 引率の先生がきちんと参加者名簿と本人の照合をしないために､ 参加があり得
ない生徒数名が参加者のふりをしてこっそりバスに乗り込み､ 一日遊んで帰って来たとい








このほかにも､ 成績・スポーツ優秀者たちは､ 6月下旬の土日を含む 4日間､ 複数の中
学校の生徒が交流できるジュニア・リーダー合宿への招待 (こちらは自己負担はない｡ ほ
とんど全日フットボールとクリケットをして過ごしたとのこと) や､ ロンドン・オリンピッ




学年の終わりにもらった成績表は､ 美術､ テクノロジー､ ドラマ､ 英語 (国語)､ 地理､
ドイツ語､ 歴史､    ､ 数学､ 音楽､ 体育､ 宗教､ 科学という 13の科目ごとに､ 宿題
(        )､ 行動 (        )､ 努力 (      )､ 参加 (          )､ 構成 (       
   )の 5項目について､ 優 (                   )､ 良 (                ､
可 (          ) のいずれかの成績が付けられるものだった｡ また､ 各科目の    と
いう項目には 3 から 7 (3 と 7 がつけられることはほとんど無いらしいので､ 実質
的には 3 から 7 ) までのいずれかの成績が付けられ､ さらに担当の先生の詳細なコメ
ントが記される｡ そして最後に､ クラス担任 (         ) と学年主任 (       
       ) の先生のコメントが加えられる｡ 先生方のコメントは基本的に褒め言葉ばかり
で､ できること､ できるようになったことを大いに認めてくれるものだった｡










り組んでいるので､ 先述のプログレス表彰を受けている)､ 数学の女性教師が ｢貧しいソ
マリアから来たから勉強ができなくても仕方がない｣ という趣旨の発言をしたとき､ 彼は､
自分はソマリアではなくソマリランドの出身だと反論した｡ しかし､ その数学教師は ｢そ










さらに､ イスラム教徒はラマダーン (ビジュラ歴＝イスラム歴の 9月) の日の出から日













25) なお､ 2012年 7月 27日から 8月 12日まで開催されたロンドン・オリンピックもラマダン
期間中に入るために､ イスラム教徒の選手達の断食が問題になった｡ イスラム教では､ 断食の








以上､ 1年間のロンドン滞在中に､ 子供達の学校生活を通じて経験したこと､ 感じたこ









見れば､ 日本の教育よりも英国の教育の方がはるかに優れている｡ 小学生のうちから､ 表
現することが重視され､ 中学生にもなれば､ 情報収集の方法やエッセイの書き方､ プレゼ
ンテーションの仕方など､ 日本の大学 1年生が学んでいるような内容を既に学んでいるの






うと言いたい｡ 彼らは､ 勝手のわからない現地校に放り込まれ､ 1年間頑張って過ごし､
友人もでき授業にも慣れて学校生活が充実してきたところで再び帰国せざるを得なかった
ので､ 貴重な経験が得られた反面､ 様々な面で大きなストレスがあったと思われる｡ 子供
達の世話で研究のための時間が削られたのも事実であるが､ 彼らの学校生活なくしては知
り得なかった英国の文化や伝統､ 情報や人との出会いなどは､ 大学を中心とする研究環境
において得られた学問的知見と同等に貴重であり､ 私の在外研究を豊かにしてくれたと思っ
ている｡
    
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